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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と

な
り
、
皆
さ
ま
に
は
お
忙
し
い
毎
日

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
愛
荘
町
の
町
長
選
挙
・

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
来
年
２
月

17
日
告
示
、
22
日
投
開
票
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

町
長
と
議
員
は
、
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
、
ま
ち
づ
く
り
を
任
せ
る
住
民

の
代
表
で
す
。
今
ま
で
の
実
績
と
こ

れ
か
ら
の
公
約
を
見
極
め
て
、「
な

り
た
い
人
よ
り
、な
っ
て
ほ
し
い
人
」

を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

11
月
に
第
７
号
を
発
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
数
多
く
の

ご
意
見
や
ご
感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
短
く
要
約
し
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
町
長
選
出
馬
表
明
の
新
聞
記
事
を

拝
見
し
ま
し
た
。
な
ぜ「
か
わ
ら
版
」

で
も
立
候
補
表
明
を
し
な
い
の
で
す

か
。

◦
町
長
選
に
出
馬
表
明
さ
れ
た
英
断

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
議
員
さ
ん
、

職
員
さ
ん
と
の
意
思
疎
通
が
図
れ
て

い
な
い
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
決
断

と
実
行
に
期
待
し
ま
す
。

◦
是
非
と
も
当
選
し
て
、議
会
と
連
携
・

協
調
し
、
新
し
い
愛
荘
町
を
創
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
と
、
秦
荘
に
も
光

を
当
て
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い

ま
す
！

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
公
職

選
挙
法
に
よ
る
制
約
が
あ
り
、
活
動

報
告
に
は
書
い
て
は
い
け
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
お
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て

頑
張
り
ま
す
。

　

愛
荘
町
に
は
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
計
画
と
し
て
、
①
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
（
以
下

「
Ｇ
Ｄ
」） 

②
第
２
次
総
合
計
画
・
後

期
基
本
計
画
（「
総
計
」）
③
第
３
期

み
ら
い
創
生
戦
略
（「
戦
略
」）
の
３

つ
が
あ
り
ま
す
。
策
定
時
期
は
、
そ

れ
ぞ
れ
令
和
5
年
3
月
、
令
和
５
年

３
月
、令
和
７
年
３
月
で
す
。（
表
１
）

　
「
Ｇ
Ｄ
」
は
概
ね
20
年
後
（
２
０

４
０
年
）
を
見
据
え
、
本
町
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
根

本
と
な
る
考
え
方
を
示
す
も
の
、「
総

計
」
は
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
目

指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
出
す
と

と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
を
示
す
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

最
上
位
計
画
、「
戦
略
」
は
「
総
計
」

に
掲
げ
る
重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
上
位
計
画
で
あ
る
「
総
計
」
で

は
［
ま
ち
の
将
来
像
］
と
し
て
「
心

ふ
れ
愛
・
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な

ま
ち
」
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向

け
、［
10
年
後
の
ま
ち
の
姿
］
を
「
愛

着
と
誇
り
。
人
と
ま
ち
が
共
に
輝
く 

み
ら
い
創
生
の
ま
ち
。」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

一
方
、［
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
］
と
し
て
、

「
Ｇ
Ｄ
」
で
は
「
つ
な
が
り
を
生
む

田
園
空
間
都
市

0

0

0

0

」、「
戦
略
」
で
は
「
つ

な
が
り
を
生
む
田
園
都
市
空
間

0

0

0

0

」
と

あ
り
ま
す
。
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
な
い

の
な
ら
、
そ
の
違
い
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
べ
き
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
大
前
提
と
な

る
【
将
来
人
口
】
に
つ
い
て
、「
総

計
」
で
は
ピ
ー
ク
を
２
０
３
５
年
と

し
、
同
年
の
人
口
を
２
万
１
８
３
２

人
と
予
測
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
年

後
に
策
定
し
た
「
戦
略
」
で
は
ピ
ー

ク
を
２
０
２
５
年
へ
10
年
前
倒
し
し

て
、
２
０
３
５
年
の
人
口
も
２
万
７

２
１
人
へ
１
１
１
１
人
下
方
修
正
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、【
人
口
目
標
】
も
「
総
計
」

で
は
「
２
０
６
０
年
に
向
け
、 

人
口

２
万
人
の
維
持
」
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
が
、「
戦
略
」
で
は
「
２
０
４

０
年
２
万
人
の
維
持
、
２
０
６
０
年

約
１
・
９
万
人
の
確
保
」
と
目
標
値

を
大
幅
に
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。

人
口
が
減
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
年
少
人
口
率
が
低
下
、
高
齢
化

率
は
上
昇
し
、
人
口
構
造
が
変
化
し

ま
す
。（
表
２
）

　

人
口
減
少
は
働
き
手
を
減
ら
し
、

　

最
上
位
計
画
の
「
第
２
次
総
合
計

画
（
前
期
）」
は
、
第
１
期
有
村
町

政
発
足
直
後
の
平
成
30
年
９
月
に
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
年
後
の
令
和
５
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
「
後
期
基
本
計
画
」
で
は
、

前
期
計
画
で
示
し
た
71
の
施
策
指
標

の
達
成
状
況
を
検
証
し
な
い
ま
ま
、

後
期
目
標
と
し
て
71
指
標
（
継
続
55
、

新
設
16
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
総
計
」
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
位
置
づ
け
ら
れ
る「
戦
略
」

で
も
同
様
に
、
第
２
期
で
示
し
た
54

の
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

の
達
成
状
況
を
示
す
こ
と
な
く
、
第

３
期
目
標
と
し
て
37
の
指
標
（
継
続

５
、
新
設
32
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
基
準
を
定
め
て
、
継
続
し

た
指
標
に
つ
い
て
達
成
状
況
を
検
証

し
た
と
こ
ろ
、「
総
計
」
で
は
「
達

成
12
、
未
達
成
43
、
判
定
不
能
16
」、

「
戦
略
」
で
は
「
達
成
１
，未
達
成
４
、

判
定
不
能
49
」
と
、
い
ず
れ
も
殆
ど

達
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
表
３
）

　
「
総
計
」
に
は
「
主
要
施
策
な
ど

の
進
捗
状
況
の
把
握
、
分
析
、
検
証

　

こ
の
度
、
全
戸
配
布
さ
れ
た
「
愛

荘
町
の
あ
ゆ
み
」
の
「
ご
あ
い
さ
つ
」

で
、
町
長
は
「
次
の
20
年
、
50
年
、

１
０
０
年
に
向
け
て
愛
荘
町
が
自
慢

の
輝
く
『
未
来
を
紡
ぐ
ま
ち
』
で
あ

る
よ
う
…
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　　

古
代
か
ら
船
乗
り
た
ち
は
北
極
星

を
頼
り
に
広
大
な
海
を
渡
っ
て
目
的

地
へ
向
か
い
ま
し
た
。
北
極
星
が
夜

空
で
殆
ど
動
か
ず
、
常
に
真
北
の
方

角
を
示
す
明
る
い
星
だ
か
ら
で
す
。

　

目
標
は
、
空
疎
な
美
辞
麗
句
で
は

な
く
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
、

か
つ
ブ
レ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

消
費
を
減
ら
し
、
税
収
を
減
ら
し
ま

す
。
人
口
構
造
の
変
化
は
社
会
保
障

費
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

価
値
観
や
生
活
様
式
を
大
き
く
変
え

ま
す
。
自
治
会
や
防
災
組
織
な
ど
の

地
域
力
は
低
下
し
、
郷
土
の
伝
統
や

文
化
の
継
承
も
難
し
く
な
る
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
大
き
な
変
化
へ
の
対
応
に
焦

点
を
絞
っ
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
こ

そ
、
今
必
要
で
す
。

に
努
め
、（
中
略
）
そ
の
公
表
に
よ

り
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
」、「
戦
略
」
で
も
「『
み
ら
い
創

生
会
議
』
に
お
い
て
、
重
要
業
績
評

価
指
標
等
に
基
づ
く
検
証
を
行
う
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
速
や
か
に

達
成
状
況
を
検
証
し
、
結
果
を
住
民

に
公
表
す
べ
き
で
す
。

　

検
証
な
し
に
新
し
い
指
標
を
上
書

き
し
て
も
、そ
れ
は
「
砂
上
の
楼
閣
」

で
す
。

ど
う
な
っ
て
る
の
?!

ま
ち
づ
く
り
の
計
画

ど
う
な
っ
て
る
の
?!

ま
ち
づ
く
り
の
計
画

計
画
は
３
つ

第
７
号
の
反
響

「
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
」は

 

４
つ
？

人
口
が
減
り
、

　
　
人
口
構
造
が
変
化

達
成
状
況
の

　
　
　
検
証
が
不
可
欠

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
が
失
敗
す
る
要

因
を
今
流
行
り
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

に
尋
ね
て
み
た
ら
、
問
題
は
、
①
計

画
自
体 

②
進
め
方 

③
人
と
組
織
に

あ
る
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
。

　

４
年
前
、
私
の
一
般
質
問
（
令
和

３
年
６
月
定
例
会
）
に
対
し
て
、
行

政
は
「
計
画
の
肝
と
な
る
と
こ
ろ

は
、
町
職
員
で
方
向
性
を
定
め
て
い

る
。
決
し
て
コ
ン
サ
ル
任
せ
で
は
な

く
、
町
が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
強
く

認
識
し
、
今
後
も
町
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
の
中
で
、
愛

荘
町
だ
け
人
口
が
増
え
る
こ
と
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
出
生
数
の
急
回
復

は
難
し
く
、
そ
の
効
果
は
す
ぐ
に
は

表
れ
ま
せ
ん
。

　
「
戦
略
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

愛
荘
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
い
世
代

の
転
出
や
就
職
等
を
機
に
町
外
か
ら

転
入
し
て
き
た
若
い
世
代
の
再
転
出

を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

変
化
に
対
応
し
た

　
　
　
　
計
画
が
必
要

ご
挨
拶

ご
挨
拶
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「
役
所
の
し
く
み
」（
久
保
田
章
市

著
、
日
経
プ
レ
ミ
ア
シ
リ
ー
ズ
）
を

読
み
ま
し
た
。
大
学
教
授
だ
っ
た
著

者
が
故
郷
の
市
長
に
な
っ
て
、
よ
う

や
く
分
っ
た
役
所
の
仕
組
み
を
豊
富

な
具
体
例
か
ら
解
き
明
か
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で
、
首
長
（
し
ゅ
ち
ょ
う
、

都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
を
率
い

る
ト
ッ
プ
）
に
は
、
将
来
、「
あ
の

時
、
や
っ
て
く
れ
た
か
ら
今
日
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
施
策
、
将
来

に
つ
な
が
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」、
そ
し
て
、
首
長
の
一
番
の

仕
事
は
「
決
断
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、

結
果
の
「
責
任
を
取
る
」
こ
と
だ
と

説
き
ま
す
。

　

ま
た
、
首
長
が
勉
強
す
べ
き
こ
と

と
し
て
、
①
郷
土
の
歴
史
・
文
化
・

人
物
に
関
す
る
こ
と 

②
人
生
論
や

組
織
経
営
に
関
す
る
こ
と 

③
新
し

い
知
識
や
施
策
の
ヒ
ン
ト
に
関
す
る

こ
と 

の
三
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
首
長
に
は
、「
な
り
た
い

人
よ
り
、な
っ
て
ほ
し
い
人
」に
な
っ

て
も
ら
う
の
が
理
想
だ
と
結
ん
で
い

ま
す
。

　

一
歩
で
も
理
想
に
近
づ
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
続
け
な
け
れ
ば

と
覚
悟
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

森
野
の
本
棚

グランドデザイン２０４０

2023(令和５)年３月

第2次総合計画
(後期基本計画）
(2023年3月策定）

総人口①

年 2025

21,476

17.2

22.7

20,962

14.5

24.7

514

2.7

▲2.0

2030

21,731

　

16.9

23.0

20,874

　

12.8

25.4

857

4.1

▲2.4

2035

21,832

　

16.5

23.8

20,721

　

12.6

26.8

1,111

3.9

▲3.0

2040

21,801

　

16.3

26.2

20,522

　

12.8

29.2

1,279

3.5

▲3.0

2045

21,687

　

16.2

27.7

20,229

　

12.9

31.1

1,458

3.3

▲3.4

2050

21,512

　

16.0

28.8

19,856

　

12.8

32.5

1,656

3.2

▲3.7

2055

21,255

　

15.8

29.2

19,377

　

12.3

33.0

1,878

3.5

▲3.8

2060

20,890

　

15.6

28.4

18,804

　

11.8

32.8

2,086

3.8

▲4.4

人口目標

年少人口率②

高齢化率③

総人口④

人口目標

年少人口率⑤

高齢化率⑥

第３期みらい創生戦略
(2025年3月策定）

人口減少の加速　①―④

年少人口率低下の加速　②―⑤

高齢化率上昇の加速　③―⑥

（注）１．「総人口」の赤字：人口ピーク 
　　　２．年少人口率：総人口に占める0～14歳人口の割合 ３．高齢化率：総人口に占める65歳以上人口の割合

（注）１．｢前期｣｢後期｣は[第2次総合計画]､｢第2期｣｢第3期｣は
　　　　　[みらい創生戦略]。
　　　２．達成状況は､前期・第2期の「目標値」と後期・第3期の｢現状値｣
　　　　　｢基準値｣を比較して判定。
　　　３．｢判定不能｣は､前期・第2期の目標値が後期・第3期に継続されて
　　　　　おらず､｢現状値｣｢基準値｣が不明のため。

グランドデザイン推進室
（建設・下水道課、みらい創生課）

【将来ビジョン】
「つながりを生む田園空間都市」

【まちの将来像】
「心ふれ愛・笑顔いっぱいの元気なまち」

【10年後のまちの姿】
「愛着と誇り。人とまちが共に輝く みらい創生のまち。」

・概ね20年後(2040年)を見据え、本町のまちづく
　りを進めるにあたっての根本となる考え方を示す。

・地域と行政をつなぐ役割を担う中間支援組織の構
　築・協力のもと、相互の連携・交流による協働の
　まちづくりを実践していく。

2023～2040年

第2次総合計画(後期基本計画）

2023(令和5)年3月

みらい創生課

・｢愛荘町総合計画策定条例｣(2017年3月)に基づき策定
　した本町のまちづくりの最上位計画。

・様々な情報媒体を活用し周知。PDCAサイクルに基づき、
　より効果的・効率的な計画の推進を図るとともに、
　その公表により、町民への説明責任を果たす。

2023～2027年度

【まちの将来ビジョン】
「つながりを生む田園都市空間」

第2次総合計画

目標値
達成状況

達成 未達成 判定不能

前回(前期、第2期)

71(100.0）

54(100.0）

12(16.9）

1( 1.9）

43(60.6）

4( 7.4）

16(22.5）

49(90.7）みらい創生戦略

第3期みらい創生戦略

2025(令和7)年3月

みらい創生課

・｢総合計画｣に掲げる重点戦略プロジェクトの実効
　性を担保するためのアクションプラン。

・重要業績評価指標(KPI)を設定
・PDCAサイクルによる進行管理
・｢みらい創生会議｣において検証。

2025～2027年度

策定時期

担当部署

対象期間

位置づけ

計画の推進

基本目標

（ 表１）まちづくり3計画の概要

（ 表２）人口減少と人口構造の変化（人、％、ポイント） （表３）目標値の達成状況と継続状況（件数、％）

2060年に向け 人口20,000人の維持を目指す

総人口2040年2.0万人の維持、2060年約1.9万人の確保

第2次総合計画

目標値
継続状況

継続 新設

今回(後期、第3期)

71(100.0）

37(100.0）

55(77.5）

5(13.5）

16(22.5）

32(86.5）みらい創生戦略
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。
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く
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し
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す
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が
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TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1
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ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから

フォントを採用しています。
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